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藤田裕喜蒲郡市議会議員

地域のことは地域で決める・
つながりが支える地域づくりをすすめます

40歳 子育て真っ最中

4 4 3 - 8 7 9 0

蒲郡市三谷北通
5-62

郵 便 は が き

ふじたひろきと
ともに歩む会　行き

ふじたひろきとともに歩む会まで、ご意見・ご要望をお知らせください

お名前

お電話番号

ご住所

※ご記入いただきました個人情報は当事務所にて厳重に管理致します。

お問い合わせ先
ふじたひろきとともに歩む会

〒

切手を貼らずに
お出しください

本人直通
24時間対応090-1745-0783

料金受取人払郵便

蒲郡局
承　認

2040
差出有効期間
2024年10月
31日まで

●1982年（昭和57年）生まれ。いぬ年、てんびん座、A型。三谷北通（西区）在住
木船幼稚園、竹島小学校（バレー部）、蒲郡中学校（バスケ部）、豊橋南高校（水泳部）、
早稲田大学法学部卒業。大学在学中に1年間のアメリカ留学。
●会社員を経て、NPO法人を立ち上げる。講演活動や政策提言に取り組む。
その後、地元蒲郡に戻り、衆議院議員鈴木克昌秘書。
　蒲郡市議会議員（自由民主党所属）
●家族は妻と子、両親。3つ下、6つ下の妹ふたりと育つ
●実家は藤田ボーリング工業（株）
●特技　スキーと少林寺拳法（初段）
●趣味　旅行（特に鉄道）、読書、ゴルフ（練習中）

（目的）第2条　この会はふじたひろきの政治活動を支持・支援することを目的とし、
あわせて会員相互の親睦を図ることを目的とする。

（事業）第3条　前条の目的を達するため、次の事業を行う。
1.政治活動にかかる研究会や講演会等の開催
2.会員相互の親睦を図るための親睦会の開催　3.その他必要な事業

(会員)第5条　この会は、本会の趣旨に賛同する者をもって組織する。

ふじたひろきとともに歩む会  会則（抜粋）

ふじたひろきとともに歩む会　会報
（入会案内 / 内部資料・討議資料）

プロフィール

〒443-0022 愛知県蒲郡市三谷北通5-62

0533-95-7495

http://fujitahiroki.jp ふじたひろき 蒲郡

連
絡
先

090-1745-0783

mail@fujitahiroki.jp

@oem7932c

Troubles? Need help? Call Fujita Hiroki , 
an Assemblymember of Gamagori City.
Both Japanese and Engl ish available.

新型コロナウイルスの影響
もあり、お仕事や生活面の
ことなど、多くの様々なご相
談をいただいております。
お電話でもLINEでも何でも
構いませんので、お困りのこ
となどございましたら、遠慮
なくお知らせいただければ
と思います。

＜キリトリ＞

※ふじたひろきとともに歩む会では定例会を開催しています（詳細はホームページ等でお知らせします）

「ふじたひろきとともに歩む会」が推薦する
ふじたひろき（藤田裕喜）さんの政策やプロ
フィールを紹介します

LINE公式アカウント

@FujitaHiroki

ツイッター

fujita_hiroki_gamagori

インスタグラム フェイスブック

Eメール

ホームページ

FAX

住所

本人直通 学生さん子どももOK
電話対応24時間

議会で提案！ 52分野175項目！
24時間受付の
相談件数は300件超！
街頭演説も毎月継続中！



この4年間、地元の声、市民のみなさまの声、子育て世代の声を、
地道に確実に、ひとつひとつ市政に届けてきました。
1期4年間だけでも、これだけの実績・成果を残すことができます

●看護専門学校の学生に対するハラスメントについて、第三者委員会で調査すること

広　報

市民サービス

自殺対策

ハラスメント対策

子育て実現済

提案済

実現しました

議会で提案しました

→調査委員会が設置され、調査が進められています
●看護専門学校の教員に対するハラスメント研修の実施
→提案を受けて実施され、今後も継続されることとなりました

●児童館の祝日開館
→必ず１つの児童館が祝日も
　開館するようになりました
●保育園のお昼寝時間の改善
→子供たちの状況に合わせた対応が実現しました
●子育てアプリ「うーみんナビ」のカレンダー機能をさらに充実化
→子育てに関連するほとんどのイベントが
　カレンダーに掲載されるようになりました
●ベビーファースト運動への参画
→蒲郡市が蒲郡青年会議所、
　蒲郡商工会議所青年部とともに参画を宣言しました
●当日でも病児・病後児保育を利用できるよう、わかりやすくホームページに表記すること
→わかりやすい書き方に変更されました
●乳幼児向けの液体ミルクを防災備蓄に追加
→備蓄品に追加されました
●子育てとスマートフォンに関するいっそうの注意喚起
→広報がまごおりに記事が掲載されました

ふじたひろきとともに歩む会では、市民のみなさんが
感じている蒲郡市の課題解決に取り組んでいきたい
と考えています。

1.次のうち、興味のある分野やご関心のある政策をお知らせ
ください。（複数選択可）

2.普段の生活の中で、お困りのことや問題だと感じている
ことがおありでしたら、ご自由にお書きください。政治に対
するご意見もお待ちしております。

ご協力ありがとうございました。ご期待に応えられるよう
しっかりと取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いい
たします。

ふじたひろきとともに歩む会

□ 生活に対する不安　□ 公園の遊具の更新
□ 交通安全　　　　　□ 古い公共施設の問題
□ 仕事探し　　　　　□ 飼い主のいない猫の問題
□ ごみ問題　　　　　□ 草刈りの要望
□ 新型コロナウイルスへの不安
□ その他（自由回答）

●自殺対策のため、電話相談窓口をまとめたカードの作成・配布
→カードの内容について担当部署と相談、
　2020年度から配布が開始されました

●「おくやみ窓口システム」の導入
→書類の電子化、おくやみハンドブックの作成、
　関係書類の自宅郵送サービスを実現できました
●市の業務における性的マイノリティへの配慮
→公的書類の不要な性別欄が削除されました

●ＡＥＤの無料貸出について、広報・告知の拡大
→広報がまごおりに告知が掲載されました
●設楽の森の間伐材の利用について、わかりやすく表示すること
→新しく制作されたものから、表示が変更されました ●児童館のおもちゃ購入予算の増額

●児童クラブへのＷｉ－Ｆｉの設置
●里帰り出産がしやすいように、
　市民病院ホームページで医療体制や件数などの情報公開
●保育園のお昼寝用布団への「加熱乾燥消毒」の導入
●子ども向けインフルエンザワクチンへの接種費用の助成

●小中学校で英語を教えるALTの先生方への「特別免許状」の活用
●プログラミング教育の推進

●公園の手洗いへのタッチレス水栓の導入
●健康被害の生じない安全な除草剤への変更

●マイクロプラスチック排出削減のため、
　市で使用するプラスチック製品の適正管理
●西浦地区の海岸に流れ着くごみ処理に、県の補助金の適用
●市内の川の水質調査、生物調査の結果の理科教育への活用

●三谷西保育園の移転など、公共施設の有効活用

●障害者雇用の促進 ●自転車と高齢者の交通安全

●森林環境税を活用した森づくりの推進
●健康づくりや観光、教育のために山や森の資源活用
●林道の管理のための予算増額

●Uターン支援など定住人口の増加のための施策

●市でつくる広報チラシの改善
●首都圏人材確保事業の活用と広報の工夫
●子ども・高齢者向けヘルメット購入費補助金のさらなる周知

●ブロック塀撤去を自治会や自主防災組織が
　申請できるよう制度改正

●ヤングケアラー向け相談体制の整備

●老朽化した水道管の更新にＡＩ技術を活用すること

●博物館へのさらなる市民の参画

●市の基金の資金運用について、より運用益を
　上げるためのアドバイザーの採用

●日曜資源回収の拠点の増加
●生ごみ処理機補助金の見直し

●市職員のテレワーク時のディスプレイ導入

●三谷駅周辺の
　放置ごみ問題を解決
●カーブミラーの
　新規設置、修理、交換
●ガードレールの新規設置
●公園の時計の新規設置
●街灯の新規設置、修理

地元の課題にも
取り組んで
きました

子育て施策の
充実 移住者が

増える

お店が
増える

便利になる・
仕事が増える

さらに人が
集まる

税収も
増える

予算が
増える

もっとよい
まちになる

さらに人口が
増える

好循環を
生み出します！

障害者

自　然

公共施設

環　境

公　園

学校教育

子育て

子育て

学校教育

インフラ

まちづくり

安　全

行政効率化

財　政

公　園

災害対策

地　域

仕　事

交通安全

働き方

ごみ問題

財　政

水　道

まちづくり

若　者

地　域

広　報

人　口

●学校の教育相談体制の充実

環　境

●「環境基本計画」の策定

●介護の現場の処遇改善
●保育士の処遇改善

●空き家・空きビルの利活用

●建物の耐震化や高潮対策など、
　災害に強いまちづくり

●公園の偏在の是正
●誰でも遊びやすい
　インクルーシブ公園の設置
●屋内型遊び場施設の設置

●給食費の完全無償化
●「子ども条例」の制定
●低年齢児の保育料無償化
●第二子以降の保育料無償化
●学校や保育園などでの事故防止
●子育て支援情報
　ポータルサイトの開設

●国道23号バイパスの早期完成
●名鉄西尾・蒲郡線の存続

●障害のある人もない人も
　ともに働くまちづくり
●外国籍住民もふくめた多様な
　人々が暮らしやすいまちづくり
●友好都市の締結

●水路転落防止柵の設置
●ため池遠隔監視システムの導入

●草刈りロボットの導入
●ドローンのさらなる活用

●官民連携の推進（ＰＰＡモデルの導入など）

これからも
取り組んでいきます

＜キリトリ＞
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お店がお店がお店がお店がお店がお店がお店が
3

便利になる・便利になる・
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さらに人がさらに人がさらに人がさらに人が
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予算が予算が
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もっとよいもっとよい
8

さらに人口がさらに人口が
9

　放置ごみ問題を解決

　新規設置、修理、交換

取り組んで

私が子育て施策に特に力を入れているのは、単に自分が
子育て世代だからではありません。子育て施策の充実が、

経済の好循環を生み出すからです！
子育て施策の充実は

子育て世代のためだけではなく、
すべてのみなさんのためになります！ 

これからもこの好循環を
しっかりとつくって、

続けていく必要があります！

移住者が移住者が

→子供たちの状況に合わせた対応が実現しました
●子育てアプリ「うーみんナビ」のカレンダー機能をさらに充実化

　蒲郡商工会議所青年部とともに参画を宣言しました

→カードの内容について担当部署と相談、


